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● にこにこサロン ●
　高齢者が趣味活動やおしゃべりを通して、交流する自由な場
です。出入りは自由で、事前の申し込みも必要ありません。生
活支援コーディネーターや認知症地域支援推進員が常駐し、随
時相談も受けられます。
　日　時　　毎週月曜日　午前９時～午後３時
　場　所　　地域包括支援センター（にこにこ甘楽内）

● オレンジカフェ ●
　認知症やその家族、地域の住民や医療や介護従事者など誰も
が集える交流の場です。認知症について知識を深めたり、相談
することができます。
　日　時　　毎月第３火曜日　午後１時 30分～４時
　場　所　　地域包括支援センター（にこにこ甘楽内）

＊上記 2事業は、祝日、年末年始を除き実施しています。

　地域包括支援センターでは、高齢者の生活や介護予防、
金銭管理に関する困りごとなどの相談に対応しています。
電話、来所での相談や必要に応じて訪問もします。お気軽
にご相談ください。
▶月～金曜日：8時 30分～午後５時 15分
　（祝日、年末年始は除く） 保健師や認知症地域支援推進員が相談に応じます

「高齢者のよろず相談」「高齢者のよろず相談」
やってますやってます

特 集特 集 現代版　暮らしの縁側現代版　暮らしの縁側
～出会いと語らいの場～～出会いと語らいの場～

社会福祉協議会「ミニデイサービス」
毎週木曜日・地域包括支援センター

　昔はどこの家にもあった縁側。近所の人が集まり、おしゃべりや
相談も行われるにぎやかな交流の場でした。今ではそんな光景も少
なくなりましたが、町では、気軽に皆さんが集まりおしゃべりや相
談ができる縁側のような居場所づくりに取り組んでいます。
　そんな居場所を「現代版　暮らしの縁側」と題してシリーズでお
伝えします。今回は、地域包括支援センターを中心に「にこにこ甘
楽」での活動を紹介します。
　楽しい発見、新しい出会いがあるかもしれません。さあ、思い切っ
て出かけてみませんか！

地域包括支援センター地域包括支援センター

町政の動き
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  にこにこ甘楽 ☎ 67-7655（代表）　FAX 67-7066

「暮らしの縁側」の根幹を担うのが

では、以下の内容について相談・手続きができます。

町　健康課 町　福祉課

子育て支援センター

地域包括支援センター

おたっしゃ会
ホール

こども広場社会福祉協議会

課 係 市外局番0274＋
直通電話番号 主な担当業務

健康課

保健係 67-5159 子育て世代包括支援センター、保健センター

新型コロナウイルス
感染症予防対策室

67-5159
67-5172

新型コロナウイルス感染症の予防・ワクチン接種・感染者等支援

国保係 67-5172 国民健康保険、福祉医療、後期高齢者医療、人間ドック

福祉課

福祉係 67-5162 障害福祉、高齢者福祉、生活保護

こども係 67-5194 児童福祉、保育所、認定こども園、放課後子ども対策

子育て支援センター 67-5190 子育て支援センター「にこにこキッズかんら」　

介護保険係 67-5182 介護保険、介護予防、地域包括支援センター

にこにこ甘楽は、多世代サポートセンターとして機能する複合施設です。

調理室

会議室

女子浴室

男子浴室
脱
衣
室

脱
衣
室

休
憩
室

相談室保健指導室
保健室

消毒室

診察室

入浴受付

正面玄関

子育て支援センター子育て支援センター

子育て世代包括支援センター子育て世代包括支援センター

福祉センター福祉センター

保健センター保健センター

町（健康課・福祉課）町（健康課・福祉課）

にに ここ にに ここ 甘甘 楽楽

　保育士が常駐し、０歳児から小学生まで
を対象に読み聞かせや季節に合わせたイベ
ントなどを行っています。
▶月～土曜日：午前10時～午後４時
　（土曜日と祝日は
　　　 　自由開放・事前予約制）

・入浴施設
・各種福祉事業の
　活動の場の提供、相談

妊娠期から子育て期にわたるさまざま
な相談に応じ、一人一人に寄り添った子
育てサポートを行っています。

保健師・栄養士が健康相談、保健指導など
を行っています。

介護保険法に基づく通所介護施設

デイサービスセンターデイサービスセンター
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い
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や
家
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っ
て
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人
に
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し
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で
も
安
心
し
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物
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め
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民
間
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移
動
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売
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が
巡
回
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
見
守
り
を
兼
ね

て
生
活
物
資
の
移
動
販
売
を
行
う
町
内

の
事
業
者
に
、
運
営
経
費
の
一
部
を
助

成
し
支
援
し
て
い
ま
す
。

  

単
な
る
買
い
物
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、

高
齢
者
の
見
守
り
活
動
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
強
化
な
ど
の
効
果
も
期
待
さ

れ
て
い
る
移
動
販
売
車
。

　

毎
週
同
じ
場
所
、
同
じ
時
間
に
販
売

す
る
こ
と
で
、
い
つ
も
来
て
い
る
人
が

来
な
い
な
ど
気
付
く
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、
近
所
の
人
が
会
話
す
る
機
会
も
増

え
る
た
め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

買
い
物
と
会
話
を
楽
し
み
、
笑
顔
が

あ
ふ
れ
ま
す
。

うおしん（☎ 74-3192）

火曜日：福島、新屋
水曜日：福島、小幡
金曜日：福島、小川

マツイ青果（☎ 74-7093）

水曜日：白倉、轟
土曜日：白倉、小幡、轟

つ
な
が
る
人
、
地
域

移
動
販
売
に
よ
る
買
い
物
支
援
や
っ
て
ま
す

暮らし
の縁側

ここにも
あった

利用者の声利用者の声

山本壽美子さん
（小幡）

神戸公一さん
（白倉）

野中忠輝さん
（白倉）

家の近くで買い物ができてうれしい
　週２回来てもらっていて、いつも
夫婦で買い物をしています。家の近
くまで来てもらえるので助かります。
今後も、ずっと続けてもらいたいで
すね。

松井友治さん
（轟）

※興味を持った人は、直接事業者にお問い合わせください。

　

 

■■ 

福
祉
課
福
祉
係
☎

福
祉
課
福
祉
係
☎

（67）（67）
５
１
６
２

５
１
６
２

協力していただける
町内事業者を募集中

民
間
事
業
者
に
よ
る
移
動
販
売

  
地
域
の
人
が
集
ま
る
場
所

移動販売車が来るのを待っています
毎週、決まった日に来て牛乳や卵、
魚などその日必要な物を買うことが
できます。特にお刺身がおいしくて、
いつも買っています。週１回販売に
来る日を待っています。

待っている人が一
人でもいる限り続
けていきたいです
ね。

お客さんの顔を思
い浮かべ、良い物
を仕入れていま
す。

町政の動き町政の動き
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サポーター募集サポーター募集
　子どもたちと触れ合い、温かく見守るボランティ
アスタッフのサポーターを募集してします。年齢
は不問です。各地区の放課後子ども教室で平日午
後2時～4時までの間、地域の子
どもたちのためにご協力いただ
ける人は、こども係までお問い
合わせください。

　子どもたちの居場所

「放課後子ども教室」を紹介します
■ 問い合わせ　福祉課こども係☎ 67-5194

宿題中「教えてください！」（福島小） 外遊び「フープ楽しいよ」（小幡小）

▲町ホームページ
　はこちら

　放課後、子どもたちが過ごす安全・安心な居場所として、小学校の余裕教室などを活用した
「放課後子ども教室」を実施しています。ボランティアスタッフのサポーターが、教室や庭で遊
ぶ子どもたちの見守りや学習の補助を行い、現在 193人の児童が利用しています。

　今年度から、授業終了後に放課後子ども教室・
学童保育所登録の全員の児童が放課後子ども教室
に参加しています。放課後子ども教室終了後、運
営は学童保育所に移行します。

（時間） ～令和３年度
放課後子
ども教室

学童
保育所

下校時刻

  

放課後子ども教室 学童保育

～ 学校開校日のイメージ ～

午後
６時30分

授業終了後

午後７時

学校開校日の授業
終了後から下校時
刻まで開催。保険
料・消耗品費など
実費。

共働き家庭など、昼間
保護者が留守となる家
庭の児童が対象。夏休
みなど学校閉校日（日・
祝日除く）も開所、有料。

令和４年度～

放課後子ども教室

学童保育所

各教室で教育活動支
援員が「物作り教室」
を開催しています。

引き続き学童へ（新屋小）

　子どもたちのあいさつが聞こえます。サポー
ターは、掃除や消毒をして子どもたちを迎えま
す。検温、消毒、次に宿題、終わると友だちと
一緒に思い思いの遊び（縄跳び、フープ、砂遊
び、サッカー、制作、トランプ、将棋、ゲーム、
ぬり絵、点つなぎなど）を楽しみます。

　下校は、個々の帰宅時間に合わせて保護者の
迎えを待ったり、歩いて帰る場合は一人でなく、
兄弟姉妹や友だちと一緒に帰ります。
　放課後子ども教室終了後、学童保育所を利用
する子どもたちはそのまま教室で過ごすので、
運営スタッフもサポーターから学童の支援員へ
連携がスムーズに行われます。

お楽しみ活動お楽しみ活動

ある日の様子…ある日の様子…
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新型コロナワクチン接種のお知らせ新型コロナワクチン接種のお知らせ
　　　　　　■ 問い合わせ　健康課 新型コロナウイルス感染症予防対策室☎ 67-5159／FAX 67-7066

●コロナワクチン接種相談・予約センター
    ☎ 0 1 2 0 - 5 0 0 - 6 6 2
　　 月～金曜日（祝日を除く）　午前９時～午後５時

   ●スマートフォン（LINE）
　　 「富岡市公式LINE（ライン）」を友だち登録してください。

■ 新型コロナワクチン接種の予約方法　　 接種券付き予診票をご用意ください

予約には
券番号が
必要だよ

▲富岡市公式
　LINEはこちら

接種間隔が短縮されました接種間隔が短縮されました
　10月21日から３回目、４回目、５回目の接種間隔が前回接種日から３カ月に短縮されました。対
象となる人には接種券付き予診票を順次発送します。
▶接種券付き予診票を紛失した人は、再発行しますのでにこにこ甘楽までお越しください。
▶町に転入してきた人で接種を希望する人は、町に申請してください。

１、２回目未接種の人はお早めに１、２回目未接種の人はお早めに

　１、２回目接種に使用している従来株ワクチンは、国からの供給が年内で終了します。現在流通して
いるオミクロン株対応ワクチンは、１、２回目の接種には使えないため、従来株ワクチンを早めに接種
してください。

11月以降のワクチン種類について11月以降のワクチン種類について

　※５回目を接種できる人は60歳以上の人、18～59歳で基礎疾患等のある人か医療従事者・
　　高齢者施設などの従事者で、４回目で従来株ワクチンを接種した人です。

ワクチンの種類 協力医療機関
小児用（５～11歳） 小幡医院　※土曜日のみ 原医院　※土曜日のみ

従来株対応（12歳以上の１、２回目） 奥村クリニック　※毎月第１月曜日（祝日の場合は第２月曜日）

オミクロン株対応
安藤医院 奥村クリニック 小幡医院

こがはらクリニック 篠原整形外科医院 原医院

▶国からのワクチン供給量および接種対象者の増減により協力医療機関を変更することがあります。
▶各医療機関の接種日の詳細については、富岡市公式 LINE「空き状況の表示」で確認いただくか、
　相談・予約センターへお問い合わせください。

  接種できる町内の協力医療機関接種できる町内の協力医療機関 ※富岡市、下仁田町の医療機関でも接種できます。

対象者 接種回数 ワクチンの種類

小児（５～11歳） ３回 小児用ファイザー

12～17歳

５回

１、２回目 従来株ワクチン（ファイザー）
３、４、５（※）回目 オミクロン株対応ワクチン（ファイザー）

18歳以上 １、２回目 従来株ワクチン（ファイザー）
３、４、５（※）回目 オミクロン株対応ワクチン（ファイザー、モデルナ）

町政の動き
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 退職交通指導隊員  （敬称略）

 退職消防団員  （敬称略）

表彰式

◎ 消防庁長官表彰「退職消防団員報償銀杯」（伝達）・　
県永年勤続退職団員表彰・町永年勤続退職団員表彰
　中野樹人（１－３元部長）

◎町永年勤続退職団員表彰
　堀口佳祐（１－１前部長）　田村　勝（２－２元部長）
　岡部浩一（２－３元部長）　石井智大（１－２前団員）
　茂木順祐（２－１前団員）　髙𣘺正行（２－３前団員）

 退職交通指導隊員   退職交通指導隊員  （敬称略）

 退職消防団員  （敬称略）
◎ 消防庁長官表彰「退職消防団員報償銀杯」（伝達）・　
県永年勤続退職団員表彰・町永年勤続退職団員表彰
　中野樹人（人（１－１－３元３元部長部長））

◎町◎町永年勤続退職団員表彰
　堀口佳祐（１－１前部長）　田村　勝（２－２元部部長）長
　岡部浩一（２－３元元部長部長）） 石井智大（１－２前団員）員）
　茂木順祐（祐（２２－１前団員）　髙𣘺正行正行（２－３前団員）

◎町永年勤続退職団員表彰
　田村雅人（元隊長）　伊藤雄一（前隊長）
　高田　実（前隊員）　牛込喜久（前隊員）
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た
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ッ
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隊
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奏
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合
わ
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た
一
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乱
れ
ぬ
分
列
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次
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行
い
、
日
頃
の
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練
で

培
っ
た
消
防
技
術
の
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果
を
披
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し
ま
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た
。

　

茂
原
町
長
は「
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、

訓
練
が
制
限
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

伝
統
あ
る
甘
楽
町
消
防
団
に
ふ
さ
わ
し

い
検
閲
式
が
執
行
で
き
た
こ
と
に
感
謝

し
ま
す
。
地
域
住
民
の
安
全
と
安
心
の

た
め
今
後
も
皆
さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し

ま
す
」と
講
評
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
退
職
し
た
消
防
団
員

と
交
通
指
導
隊
員
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
、

長
年
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

交通指導隊装備点検

中継放水訓練  

秋
季
検
閲
式

秋
季
検
閲
式

機械器具検閲  

地
域
の
安
全
、
未
来
の
安
心
を
守
る

甘
楽
町
消
防
団
・
交
通
指
導
隊
・
甘
楽
分
署

甘
楽
町
消
防
団
・
交
通
指
導
隊
・
甘
楽
分
署

 

■■ 

総
務
課
庶
務
係
☎

総
務
課
庶
務
係
☎

（74）（74）
３
１
３
１

３
１
３
１

３年ぶりに行われた分列行進
答辞を述べる
峯岸団長
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８．職員手当の状況

（１）期末手当・勤勉手当（一般職員）

区　分
甘楽町 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

支給割合 2.55月分 1.90月分 2.55月分 1.90月分

（２）退職手当　　　　　　　（令和３年４月１日現在）

区　分 勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度

自己都合 19.6695
　　  月分

28.0395
　　　月分

39.7575
　　　月分

47.709
　　　月分

勧奨・定年 24.586875　　　月分
33.27075
　　　月分

47.709
　　　月分

47.709
　　　月分

（３）特別職の報酬等の状況 

区　分 給与月額 期末手当 区　分 報酬月額 期末手当

町　長 722,000円
4.30
月分

議　長 290,000円
4.30　
月分副町長 584,000円 副議長 225,000円

教育長 546,000円 議　員 210,000円

９．職員数の状況（令和４年度採用・３年度退職）

区分 試験
採用 再任用 定年

退職
勧奨
退職

再任用
退職

普通
退職

死亡
退職

人数 ２人 ２人 ４人 0人 ０人 １人 ０人

10．職員の人事評価の状況

評価の種類 対象者 実施時期

業績評価 全職員 令和３年９月／令和４年３月

能力評価 全職員 令和４年３月
■ 問い合わせ　住民課環境係☎64-8315

　「動物の愛護及び管理に関する法律」の改
正により、令和４年６月１日からペット
ショップなどで販売される犬・猫について、
マイクロチップの装着が義務化されました。
　すでに自宅で飼っている犬・猫へのマイ
クロチップの装着は、飼い主の努力義務と
なります。

　生後91日以上の犬は、狂犬病予防法によ
り登録と毎年１回の狂犬病予防注射を受け
ることが義務付けられています。
　町では春と秋に集合注射を実施していま
す。動物病院でも個別注射を受けられます
ので、動物病院にご相談ください。

　　　 犬・猫の
　　　 マイクロチップ
　　　 装着が義務化

vol.155

環 境 保 健 協 会
か ら の お 知 ら せ

        犬の登録と
        狂犬病予防注射

▶詳しくは、町ホーム
　ページをご覧ください

こんなときはこんなときは
手続きが必要です手続きが必要です

●犬を譲渡したとき
●新たに犬を飼い始めたとき
●富岡甘楽獣医師以外で狂犬病予防注射
をしたとき

●犬が死亡、行方不明になったとき

▶詳しくは、町ホーム
　ページをご覧ください

町政の動き
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　町職員の給与や定員は、国や他の地方公共団体などとの均衡を考慮して、
町議会の議決を経て条例で定められています。
　前年度（令和３年度）の人事行政の運営状況について公表します。

■ 問い合わせ　総務課庶務係☎74-3131

１．人件費の状況（普通会計決算）

住民基本
台帳人口
（３.3.31）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
（Ｂ／Ａ）

２年度の
人件費率

12,881人
66億
6,940
万円

３億
1,320
万円

10億
9,037
万円

16.3％ 13.9％

５．職員の経験年数別・学歴別平均給与月額の状況

区　分 経験10年以
上15年未満

経験15年以
上20年未満

経験20年以
上25年未満

一　般
行政職

大学卒 263,200円 305,400円 360,900円

高校卒 ー ー 320,500円

２．職員給与費の状況（普通会計決算）

職員数Ａ
給　与　費 １人当たり

の給与費
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末勤勉手当 計　Ｂ

（３年度）
95人

3億
3,275
万円

5,588
万円

１億
3,301
万円

５億
2,164
万円

549
万円

（２年度）
9５人

3億
2,985
万円

5,200
万円

１億
3,267
万円

５億
1,452
万円

542
万円

㊟ 職員数は特別会計の職員を除き、職員手当には退職手当
を含みません。

３．職員の平均給与月額、平均年齢の状況
　（一般行政職）　　　　　(令和３年４月１日現在）

区　分 一般行政職 技能労務職

甘楽町 296,400円
（39.5歳）

275,200円
（43.9歳）

４．職員の初任給の状況　　(令和３年４月１日現在）

区　分 甘楽町 国

一　般
行政職

大学卒 182,200円 182,200円（Ⅱ種）

高校卒 150,600円 150,600円

６．一般行政職の級別職員数等の状況
　　　　　　　　　　　　（令和３年４月１日現在）
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
標準的な
職務の内容

主事補
主事 主事 主任 主査

係長 補佐 課長

職員数（人） 12 19 15 13 ９ 9

構成比（％）15.6 24.６ 19.５ 16.9 11.7 11.7
１年前の
構成比（％）14.5 25.0 18.4 15.8 14.5 11.8

㊟ 甘楽町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数
です。標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する
代表的な職務です。

７．定員管理の状況

①部門別職員数の状況　（令和３年４月１日現在）

部　門 職員数 対前年
増減数 主な部門R2 R３

一般行政 70人 73人 +3
議会、総務、
税務、農水、
商工、土木、
民生、衛生

特別行政 22人 22人 0 教育
公営企業など
会計部門 21人 21人 0 水道、下水道、

その他
合　計 113人 116人 +3 条例定数は

139
㊟ 職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を
保有する休職者などを含みます。

　②定数管理の年次別状況（過去５年推移）

Ｈ30 R元 R２ R3 R４

114人 111人 113人 116人 114人

給与・定員など給与・定員など

人事行政人事行政をを公表公表しますします

広報かんら／2022.11.19



青少推

考
え
て　

傷
つ
く
相
手
の　

悲
し
み
を　
　
　
　
　
（
新
屋
小
６
年　

平
石
剛
輝
）

大
丈
夫
？　

そ
の
思
い
や
り
を　

大
切
に　
　
　
　
（
甘
楽
中
１
年　

桐
生
大
世
）

　

甘
楽
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
が

令
和
３
年
度
に
募
集
し
た「
少
年
の
日
」標
語
の

最
優
秀
賞
作
品
で
す
。（
学
年
は
３
年
度・敬
称
略
）

毎月
第１土曜日
少年の日

　

町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
の
委
嘱

状
交
付
式
が
10
月
12
日
、
役
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

と
し
て
活
動
を
始
め
た
妻
木
洋
夫
さ
ん

は
、
協
力
隊
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
狩

猟
免
許
な
ど
を
取
得
し
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
員
と
し
て
委
嘱
を
受
け
ま
し

た
。

　

茂
原
町
長
か
ら
は
「
鳥
獣
被
害
は
、

住
民
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
多
く
の
隊
員
が
活
動
し
て
く
れ
て

い
る
が
、
特
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
町
に
来
て
く
れ
た
妻
木
さ
ん
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
る
。
隊
長
の
指
導
の

も
と
、
町
の
被
害
軽
減
に
努
め
て
も
ら

い
た
い
」
と
、
宇
佐
美
秋
夫
実
施
隊
長

か
ら
は
「
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞

き
、
安
全
対
策
を
十
分
図
り
事
故
の
な

い
よ
う
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
そ

れ
ぞ
れ
激
励
し
ま
し
た
。

　

妻
木
さ
ん
は
「
安
全
を
第
一
に
隊
長

以
下
諸
先
輩
の
指
導
の
も
と
、
町
の
鳥

獣
被
害
減
少
の
一
助
に
な
り
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
に
よ

る
町
内
の
農
林
業
被
害
減
少
を
図
る
た

め
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
業
務
に
あ
た
っ

て
い
き
ま
す
。

　

実
施
隊
は
鳥
獣
被
害
の
発
生
地
域

で
、
鳥
獣
の
足
跡
を
探
り
な
が
ら
捕
獲

に
適
し
た
場
所
に
「
箱
わ
な
」
や
「
く

く
り
わ
な
」
を
仕
掛
け
た
り
、
冬
に
は

山
間
部
で
銃
器
に
よ
る
捕
獲
作
業
を
行

い
ま
す
。
そ
の
他
、
鳥
獣
の
生
息
状

況
、
被
害
発
生
地
域
・
場
所
の
調
査
も

担
っ
て
い
ま
す
。

　

隊
員
は
狩
猟
免
許
保
有
者
で
、
現
在

33
人
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
農
林
業
被

害
を
最
小
限
に
留
め
る
た
め
日
々
活
躍

し
て
お
り
、
鳥
獣
の
捕
獲
頭
数
も
年
々

増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

鳥
獣
の
目
撃
情
報
や
被
害
に
遭
っ
た

場
合
、
わ
な
設
置
に
つ
い
て
の
ご
相
談

は
農
林
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

左から茂原町長、妻木さん、宇佐美隊長

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

妻
木
さ
ん
の
活
躍
に
期
待

新
・
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
を
紹
介
し
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

■
産
業
課
農
林
係
☎

（64）
８
３
１
９

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
っ
て

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
っ
て

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

小型で軽量な「くくりわな」
　踏み板を踏むと、レールに巻きつけておい
た輪が上に跳ね上がり、輪が締まって獣の足
を捉える仕組みです。

踏み板

レール

輪

町内の有害鳥獣の捕獲頭数

町政の動き
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重
要
無
形
文
化
財「
木
工
芸
」保
持
者

（
人
間
国
宝
）で
名
誉
町
民
の
須
田
賢
司

さ
ん（
小
幡
）が
、
10
月
10
日
か
ら
15
日

ま
で
の
６
日
間
、
須
田
木
工
藝
工
房
に

お
い
て「『
木
工
芸
』伝
承
者
養
成
研
修

会（
前
期
）」を
開
き
ま
し
た
。

　

文
化
庁
の
事
業
を
活
用
し（
公
社
）日

本
工
芸
会
主
催
で
行
わ
れ
、
同
会
の
会

員
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
６
人
が
全
国
各

地
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
自
身
の
作
品
を
持
ち
寄

り
、
須
田
さ
ん
が
作
品
に
対
す
る
講
評

を
行
っ
た
り
、
参
加
者
同
士
で
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
実
習
で
は
木

材
に
精
密
な
印
を
付
け
る
た
め
の
木
工

具「
罫け

引
き
」を
制
作
し
、
後
期（
今
月

開
催
）に
は
、
そ
の
道
具
を
使
い「
入
れ

子
の
升
」を
作
る
予
定
で
す
。

　

須
田
さ
ん
は「
自
分
の
持
っ
て
い
る

技
術
と
木
工
藝
の
文
化
、
心
構
え
や
想

い
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え
、
後

進
の
木
工
藝
作
家
を
育
て
て
い
き
た

い
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、木
工
藝
の
技
法
に
加
え
、

作
品
づ
く
り
に
か
け
る
須
田
さ
ん
の
世

界
観
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
伝
統
の
技

と
想
い
を
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
岡
今
朝
吉
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、

町
が
所
蔵
し
て
い
る
須
田
さ
ん
の
作
品

４
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

場　

所　

長
岡
今
朝
吉
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
（
大
字
小
幡
５
４
４
ー
２
）

　
　
　
　
☎

（74）
７
５
７
５

時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　

毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

観
覧
料　

高
校
生
以
上　

２
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下　

無
料

参加者の作品について意見交換

▶楓拭漆箱 「風紋」

◀楓拭漆箱 「比翼」

須田さんの指導に聞き入る参加者

作

のの

紹

介介

伝
統
の
技
と
想
い
を

　
　
　
　
　

次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ

伝
統
の
技
と
想
い
を

伝
統
の
技
と
想
い
を

　
　
　
　
　

次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ

　
　
　
　
　

次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ

ー
木
工
藝　

人
間
国
宝　

須
田
賢
司
さ
ん
ー

かえでふきうるしはこ  ふうもん

かえでふきうるしはこ   ひよく
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甘楽町×ハルビン市甘楽町×ハルビン市
友好交流 30周年記念

　連載４回目の今回は、青少年交流以外の取り組みをご紹介します！連載４回目の今回は、青少年交流以外の取り組みをご紹介します！
■ 問い合わせ　企画課企画調整係☎ 74-3133■ 問い合わせ　企画課企画調整係☎ 74-3133

vol.4vol.4

　中国からの研修生の受け入れ　中国からの研修生の受け入れ
　ハルビン市との友好交流の初期において、
日本の工業や行政などを学ぶハルビン市研
修生の受け入れを行っていました。
　研修生は1年ほど滞在し、企業や役場な
どで研修に励むとともに、地域の人たちと
の「ふれあい」や地元文化の体験などにより
交流を深めていました。

ハルビン市工業研修生ハルビン市行政研修生

　甘楽町国際交流振興協会もハルビン市を訪問　甘楽町国際交流振興協会もハルビン市を訪問
　甘楽町国際交流振興協会は、町の国際交流親善事業を推進すること
を目的として設立され、語学講座や国際交流イベントの開催、交流都

国交振ハルビン市訪問団

ハルビン市訪問時の夜景

市との使節団の派遣・受け
入れなどの活動に取り組ん
でいる団体です。
　2015（平成27）年には、
協会員による訪問団がハル
ビン市を訪問し、交流事業の協議などを行いました。

　３市町のさらなる友好交流促進を願って！　３市町のさらなる友好交流促進を願って！
　2019（令和元）年11月、町発足60周年記念式典に合わせ、ハルビン市とイタ
リア共和国チェルタルド市から使節団が来町しました。滞在中、両市と甘楽町は

覚書締結式

「友好交流の促進に関する覚書」を締結し、
さらなる交流促進を誓いました。
　2020（令和２）年の新型コロナウイルス
感染症の流行当初には、深刻なマスク不
足に陥っていたチェルタルド市へハルビ
ン市からマスクが贈られるなど、新たな
協力体制も築かれました。

▲友好交流の促進に
　関する覚書

町政の動き
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現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
が
町
で

生
活
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
事
業
所
に
お
け
る
外
国
人
材
の

雇
用
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
し
た
結
果
、重
点
課
題
の
一
つ
に「
ご

み
の
出
し
方
」が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

言
葉
や
文
化
の
違
い
に
よ
り
、
分
別
方

法
や
出
し
方
が
正
し
く
伝
わ
ら
ず
、
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
り
や
す
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

町
で
は「
ご
み
の
出
し
方
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
」を
配
布
し
て
き
ま
し
た
が
、
よ

り
理
解
し
や
す
い
よ
う
中
国
語
・
ベ
ト

ナ
ム
語
・
英
語
・
日
本
語
の
４
言
語
に

対
応
し
た
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

制
作
に
は
、
町
と
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
て
い
る
高
崎
商
科
大
学
の
外
国

人
留
学
生
な
ど
に
翻
訳
や
動
画
出
演
な

ど
で
協
力
し
て
も
ら
い
、
外
国
人
に
も

分
か
り
や
す
い
動
画
に
仕
上
が
り
ま
し

た
。

　

完
成
し
た
動
画
は
、
町
の
公
式
動
画

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
掲
載
し
て
お
り
、
町
内

の
事
業
所
を
通
じ
て
外
国
人
に
周
知
し
、

多
文
化
共
生
社
会
を
一
層
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

企業版ふるさと納税
甘楽の天然水商品化プロジェクト

●●● 善意に深く感謝し、広く皆さんにお知らせします ●●●

　事業の趣旨に賛同し、右の企業が寄附
されました。

（10月14日入金確認まで。公表希望のみ掲載）

企　業　名 金　額
岩井建設株式会社（富岡市） 公表希望なし

株式会社オウギ工設（前橋市） 公表希望なし

株式会社利根設計事務所（前橋市） 500,000円

任　期　令和４年10月１日から３年間

　人権擁護委員は、法務大臣が委嘱した民間の人で地域の
中で人権思想を広め、人権侵害が起きないように見守る役
割を担っています。全国の各市町村に配置され、人権相談
などの活動を行う一番身近な相談相手です。

横山美幸さん
（新任・福島）

紹 し すま介

神道良則さん
（新任・秋畑）

人権擁護委員

試写会に出席した関係者の皆さん

▲動画は
　こちらから

４
言
語
に
よ
る
「
ご
み
の
出
し
方
動
画
」
を
作
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
企
画
課
企
画
調
整
係
☎

（74）
３
１
３
３

外
国
人
に
も
暮
ら
し
や
す
い
町
に

外
国
人
に
も
暮
ら
し
や
す
い
町
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

友だちや
知り合いに
教えてね
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二
学
期
に
な
り
、
待
ち
に
待
っ
た
水
泳

学
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

甘
楽
町
で
は
、
学
校
の
プ
ー
ル
は
使
わ

ず
、
富
岡
市
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で

行
い
ま
す
。天
気
や
気
温
に
左
右
さ
れ
ず
、

い
つ
で
も
快
適
に
水
泳
学
習
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
生
懸
命
、
そ
し
て
楽
し
み
な
が
ら
泳

い
で
い
ま
す
。

　

先
日
行

わ
れ
た
運

動
会
で
、

四
年
生
は

日
頃
の
練

習
の
成
果

を
発
揮
す

る
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。
特
に
、

表
現
運
動
の

「
雷
舞
」
と
い
う
踊
り
で
は
、
力
強
い
勇

姿
を
披
露
で
き
ま
し
た
。
名
前
の
と
お

り
、
雷
の
よ
う
に
、
す
ば
や
く
、
キ
レ
よ

く
、
迫
力
の
あ
る
踊
り
に
な
る
よ
う
、
常

に
「
か
っ
こ
い
い
踊
り
」
を
意
識
し
な
が

ら
、
鳴
子
の
響
き
や
掛
け
声
に
も
気
を
つ

け
て
、
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

運
動
会
の
経
験
を
も
と
に
、
さ
ら
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
四
年
生
の
今
後
が
と
て

も
楽
し
み
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
し
な
が
ら
も
、
各
学
年
が
「
す
す
ん
で
学
ぶ
子
」「
思
い

や
り
の
あ
る
子
」「
元
気
な
子
」
の
学
校
教
育
目
標
の
実
現
に
向
け
、
日
々
の
勉
強
や
運
動
な
ど
を

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

待
ち
に
待
っ
た
水
泳
学
習

四
月　

待
ち
に
待
っ
た
小
学
校
生
活
の
ス

タ
ー
ト
。

五
月　
「
大
き
く
な
あ
れ
」
と
気
持
ち
を
込

め
て
、
あ
さ
が
お
の
種
ま
き
。

六
月　
「
先
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
で
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
、
初
め
て
の
グ

ル
ー
プ
活
動
。

七
月　
「
あ
さ
が
お
の
観
察
」
で
は
、
上
手

に
記
録
が
取
れ
ま
し
た
。

八
月　

初
め
て
？
の
楽
し
い
夏
休
み
。

九
月　
「
運
動
会
」
練
習
か
ら
一
生
懸
命
頑

張
り
ま
し
た
。

　

楽
し
い
こ
と
は
続
き
ま
す
。

　

二
年
生
は
、
一
学
期
か
ら
た
く
さ
ん
の

新
し
い
こ
と
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
生

活
科
で
は
、
多
く
の
野
菜
を
育
て
る
こ
と

を
通
し
て
、
直
に
自
然
に
触
れ
、
生
命
や

自
然
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
二

学
期
に
入
り
、
新
し
い
計
算
「
か
け
算
」

の
学
習
に
取
り
組
み
、
日
常
と
の
結
び
つ

き
を
感
じ
な
が
ら
、
九
九
を
一
生
懸
命
に

覚
え
て
い
ま
す
。

　

二
年
生
は
、
松
組
・
竹
組
と
も
に
、
元

気
で
素
直
な
子
ど
も
た
ち
で
す
。
そ
の
元

気
さ
、
素
直

さ
を
生
か
し
、

新
し
い
こ
と

に
積
極
的

に
挑
戦
し
、

一
歩
一
歩
前

へ
進
ん
で
ほ

し
い
と
思
い

ま
す
。

入学式の様子

新
屋
っ
子
の
仲
間
入
り

新
し
い
経
験
の
中
で

とれたよ！わたしたちの野菜！

全力で踊った「雷舞」！

か
っ
こ
よ
く
踊
れ
た
雷
舞

▲
▶
待
ち
に
待
っ
た

　
　

水
泳
学
習

新屋小学校
ホームページ

新
屋
小
学
校
の
取
り
組
み

各
学
年
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す

新屋小学校
校 長 市川光早
児 童 247人
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言提

　
　

　

五
年
生
の
総
合
的
な
学
習
で
は
、
J
A

青
年
部
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
、
米
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
に
苦
労
し
て
作
ら
れ
て
い
た

ん
だ
。」「
た
く
さ
ん
の
工
夫
が
見
つ
か
っ

た
よ
。」「
昔
の
人
は
も
っ
と
…
。」「
残
さ

な
い
よ
う
に
食
べ
た
い
な
。」

　

普
段
当
た
り
前
に
食
べ
て
い
る
お
米
。

い
ざ
自
分
た
ち
で
取
り
組
ん
で
み
る
と
、

さ
ま
ざ
ま

な
気
付
き

を
得
る
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。

　

六
年
生
は
、
五
年
生
に
踊
り
の
振
り
を

引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
数
週
間
の
練
習
を
経

た
本
番
数
日
前
に
は
、
五
年
生
の
踊
り
の

上
達
ぶ
り
と
気
合
い
の
入
っ
た
姿
や
心
構

え
に
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
自
分
た
ち

六
年
生
も
最
上

級
生
と
し
て
、

も
っ
と
も
っ
と

で
き
る
こ
と
が

あ
る
は
ず
！
」

「
本
気
に
な
っ

て
、
み
ん
な
で

運
動
会
を
大
成

功
さ
せ
た
い
！
」

と
い
う
気
持
ち

が
溢
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か

ら
も
高
学
年
で

切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
、
力
を
合

わ
せ
て
、
さ
ら

に
よ
り
良
い
学

校
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
す
。

す
っ
ご
く
大
変
な
ん
だ
な
ぁ
。

五
年
生
と
一
緒
に

　
　
　
　
　

新
屋
小
ソ
ー
ラ
ン

５年生と一緒に

力を合わせて脱穀へ おいしいお米がとれるかな

　
「
家
庭
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
大
切
」と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

う
れ
し
い
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
落

ち
込
ん
で
い
る
と
き
や
困
っ
た
と

き
に
人
に
話
を
聴
い
て
も
ら
う
こ

と
に
は
ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

心
の
中
に
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
す
っ

き
り
し
な
い
も
の
が
あ
る
と
き
、

自
分
が
信
頼

で
き
る
人
に

た
く
さ
ん
話

し
て
「
す
っ

き
り
し
た
〜
」

と
感
じ
ら
れ

た
経
験
は
、

誰
も
が
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
〝
カ
タ
ル
シ
ス
効
果
〞
と

い
っ
て
、
気
持
ち
の
モ
ヤ
モ
ヤ
を

口
に
出
す
こ
と
で
そ
の
モ
ヤ
モ
ヤ

が
す
っ
き
り
し
て
安
心
し
た
気
持

ち
に
な
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
相
手
の
人
に
話
を
受

け
止
め
て
も
ら
い
自
分
の
気
持
ち

を
分
か
っ
て
も
ら
え
た
と
感
じ
る

と
、安
心
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

自
分
の
気
持
ち
を
客
観
的
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
話
を
す
る
こ
と
で
少
し
ず
つ

自
分
の
気
持
ち
が
整
理
さ
れ
て
、

じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

そ
ん
な
や
り
取
り
を
す
る
こ
と

で
「
こ
の
人
は
自
分
の
こ
と
を
分

か
っ
て
く
れ
る
」
と
い
う
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

大
人
は
毎
日
忙
し

く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
に
ち
ょ
っ

と
で
も
子
ど
も
と
同

じ
も
の
に
目
を
向
け

る
時
間
を
作
っ
て
み
る
の
も
良
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
子
さ
ん

と
何
気
な
い
対
話
を
す
る
こ
と
を

大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

　

小
学
校
に
は
一
カ
月
に
一
回
、

中
学
校
は
一
週
間
に
一
回
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
来
校
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。

教育相談室教育相談室
◆問い合わせ・相談申込◆問い合わせ・相談申込

学校教育係学校教育係
またはまたは

言語指導教室言語指導教室

話
を
聴
く
こ
と
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「かけっこ」（年少組）

かけっこ「走れ‼うさぎぐみ」

組体操「～友よ～」（年長組）

生活あそび「ウキウキパレード♬生活生活生活生生生生生生生生活生活生活生 あそあそあそあそあそび「び「びび「び「びびびびび「びび「びびびびびび「び「び「びびび「びびびびびびびびび「び「び「「「「「「「ウキウキウキウキウウウキウウキウキウキウキウキキキウキウキウキウキウキウキウウキウキウキウウウキウキウキウキキキウウウウキキキキキキキキキキキウキウキウキウウキウキウキウキウキパレパレパレパパレパレパレパレレ ドドドドドドドドド♬♬♬♬
おさるさん大集合‼」（２歳児）

　町内小学校３校の運動会が10月１日、各学校の校庭で開かれました。さわやかな秋
晴れのもと、児童たちは徒競走やリレーなどの競技のほか、表現（ダンス）や遊競技など
元気いっぱいに披露し、６年生による鼓笛の演奏が会場に花を添えました。元気いっぱいに披露し、６年生による鼓笛の演奏が会場に花を添えました。
　８日にはかんら保育園、15日と22日にはめぶきの森かんらでそれぞれ運動会が行わ　８日にはかんら保育園、15日と22日にはめぶきの森かんらでそれぞれ運動会が行わ
れました。観覧席からは大きな拍手が湧き起こり、こちらも大いに盛り上がりました。れました。観覧席からは大きな拍手が湧き起こり、こちらも大いに盛り上がりました。

な秋な秋なな秋な秋なな秋ななな秋な秋な秋ななななななななななな秋ななな秋な秋
どどどど

秋秋のの運運動動会会

かんら保育園かんら保育園

めぶきの森かんらめぶきの森かんら

うさささううさうさささささささささうささささささささう ぎぐぎぐぎぐぎぐぎぐぐぎぐぐぎぐぎぐぎぐぎぐぎぐぎぐぎぐぎぎぎぐぎぐぎぐぐぐぐぎぐぎぐぎぐぎぐぎぐぎぐぎぎぐぎぎぎぎぎぐぐぎぐみ」」み」」」み」」み」み」」」み」」み」みみ」」み」み」みみみみ」」」」
（年少組）

表現「力を合わせて空まで届け！表現表現表現表表 「力「力「力「力「 を合を合を合を合合わせわせわ て空て空て空て空空までまでまでまで届け届けけけ届けけけけ届けけけけけ届け
みんなのバルーン」（年中組）

演技「あしびな」（年中組）

親子競技「はらぺこあおむし」（２歳児）

演技「あしびな」（年長組）
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表現「ドラえもん」（１・２年）選手宣誓

表現「Color's」（3・4年）

マーチング（６年）

楽器演奏（６年）遊競技「いろいろリレー」遊遊遊遊競遊競遊遊遊競遊競遊競遊遊競遊遊遊競遊遊競遊競遊遊競遊競遊遊競遊遊競遊競遊遊競競遊競遊競遊競遊遊競遊遊競遊競遊競遊競遊競遊競競遊競遊競遊競遊遊遊遊競遊遊遊遊競競競技「技「技「技「技技「技「技技技技「「「技技技「技技「技「技技「いろいろいろいいいろいいいいいいいろいいいいいいいいいいいいろ
（５・６年）

「最後まで　力合わせて
つき進め‼ 」

「一人じゃない　みんな
がいるから　頑張れる」

「あきらめるな！あきらめた
らそこで運動会終了だ‼
優勝めざして一直線！」

小幡小学校小幡小学校

福島小学校福島小学校

新屋小学校新屋小学校

遊競技「どこにいれる⁉かごでしょ‼
～Chasing the basket～」（１・２年） 短距離走（３・４年）

50ｍ走（１・２年）

表現「南中ソーラン」（５・６年）

遊競技「棒引き」（３・４年）

表現「ソーラン節」（５・６年）

広報かんら／2022.11.117



宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
教
育
課
文
化
財
保
護
係
☎

（64）
８
３
２
４

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
収
益
金
で
地
域
を
よ
り
良
く

す
る
た
め
、
住
民
の
活
動（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
）に
必
要
な
備
品
の
購
入
や

集
会
施
設
の
整
備
、
地
域
文
化
へ
の
支

援
な
ど
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
対

し
て
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
17
区
で
は
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
に
よ
り
山だ

し車
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

身
近
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
発

展
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
９
月
21

日
か
ら
30
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
交
通
対
策
協
議
会
は
、
福
島
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
前
交
差
点
や
金
井
交
差
点

で
運
動
の
周
知
や
安
全
運
転
を
呼
び
掛

け
た
り
、
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
で
は

反
射
材
な
ど
を
配
布
し
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

28
日
に
は
、
小
幡
小
学
校
の
６
年
生

に
よ
る
鼓
笛
隊
が
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

を
実
施
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
交
通
ル

ー
ル
の
順
守
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動　
■
総
務
課
庶
務
係
☎

（74）
３
１
３
１桜並木を行進する小幡小・鼓笛隊の皆さん

◀
整
備
し
た
笹
森
稲
荷
神
社
祭
事
用
の

　

山
車「
宮
本
の
小
屋
台（
花
屋
台
）」

善
意
の
紹
介

●
黒
澤
き
よ
子
さ
ん（
善
慶
寺
）

　

町
図
書
館
や
町
内
の
小
中
学
校
、

認
定
こ
ど
も
園
、
保
育
所
の
蔵
書
と

し
て「
童
話
集　

大
地
の
狂
詩
曲
」10

冊
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

善
意
に
深
く
感
謝
し
、
広
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　自転車は、車両です。
　▶信号や一時停止標識に従う
　▶夜間はライトを点灯する

①「通行可」の標識や
　 道路標示がある場合
② 13歳未満、70歳以上、身体に障がいの
　 ある人が運転する場合
③ 交通量が多く、かつ、車道の幅が狭いなど
　 車道通行が危険でやむを得ない場合

自転車が歩道を通行できるのは

「自転車」も交通ルールを守りましょう！「自転車」も交通ルールを守りましょう！

▶車道の左側通行が原則。右側通行は禁止
※例外的に歩道を通行する時は、歩行者優
　先で、車道寄りを徐行しましょう。
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総務課行政係　内線213・214

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

総務課行政係　☎74-3132

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

蕎麦の花が風にゆれる　花祭り
　蕎麦づくり入門「花祭り」が10月９日、秋畑那須地区のちぃ
じがき蕎麦の里で開かれ、オーナーなど約100人が白いか
れんな花を楽しみました。
　新型コロナウイルス感染症の影響で「那須の獅子舞」の演
舞やミニコンサートは行わず、地元野菜の販売や弁当を配
布しました。参加者は写真を撮ったり、花に囲まれながら
弁当を食べるなど思い思いに過ごしました。
　８月下旬にまいた蕎麦は11月に収穫され、12月にはオー
ナーによる蕎麦打ちを行います。

３年ぶりの獅子舞・神楽舞
　　諏訪神社「天引の麦

ば く

祭り」
　諏訪神社（天引）の「麦祭り」が10月16日に開かれました。
　この祭りは、全国的にも珍しい麦飯を使った神事で、もみ殻
をむいただけの大麦に小豆を混ぜ合わせ釜で蒸して麦

ばく

（強飯）
を作り食すると、五穀豊穣・家内安全・無病息災であると言われ、
町と県の重要無形民俗文化財に指定されています。
　本来は麦をおひつに入れ「エイトー、エイトー」の掛け声ととも
に担いで神社へ運び氏子に振る舞われますが、コロナ禍で規模を
縮小し麦作りと祭事のみ行いました。
　神社の境内では、同じく町の重要無形民俗文化財に指定されて
いる獅子舞と神楽舞が３年ぶりに奉納されました。

奉納された獅子舞（上写真）と神楽舞

地域包括支援センターの取り組みが紹介されました
　町元気アップ塾「コグニサイズ※」の脳の健康みまもりアプリ
「O

オ ン セ イ

NSEI」を使った先進的な取り組みがNHKの取材を受け、10
月21日にその様子が放送されました。
　町地域包括支援センターでは、簡単な質問に答えるだけで声
によりその日の認知機能をチェックすることができる同アプリ
を導入し、介護予防教室や相談業務で活用しています。
※「コグニサイズ」…簡単な計算やしりとりなどの課題と少し負
荷のかかる運動を同時に行います。
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　日本少年野球・東日本報知オールスター戦が、茨城県ひたちなか市などで開かれ、
群馬西毛ボーイズ所属の飯塚壮真さん、神戸幸樹さん（ともに甘楽中・３年）が群馬
県選抜チーム20人のメンバーとして出場しました。
　群馬県選抜は、8月27日の予選リーグを2戦全勝で突破。9月4日の準決勝で千葉
県選抜、決勝では昨年度優勝の東京都東選抜に見事勝利し、3年ぶり7度目の優勝を
果たしました。2人は予選リーグから全試合に出場しチームの優勝に貢献しました。
　飯塚さんは「選抜では貴重な経験ができ、今回の経験を糧に高校に進学し、さら
なる高みを目指します」、神戸さんは「野球を通じて貴重な経験ができ、選抜では勝
つことの喜びとともに仲間との絆の大切さを学びました」と、それぞれ感想を話し
てくれました。

県選抜で活躍　少年硬式野球が東日本大会優勝

神戸さん　飯塚さん

福島ガッツが優勝！町夏季少年野球大会
　第44回甘楽町夏季少年野球大会が８月から10月
にわたり甘楽野球場などで開かれ、福島ガッツ（伊藤
央樹監督・伊藤颯汰主将）が優勝しました。試合結果、
個人賞は次のとおりです。（敬称略）
　優　勝…福島ガッツ（左写真）
　準優勝…新屋イーグルス　第３位…小幡ロイヤル
　最優秀選手賞…伊藤颯汰（福島ガッツ）
　殊勲賞…………秋山結星（福島ガッツ）
　敢闘賞…………黒澤雅道（新屋イーグルス）
　敢闘賞…………伊藤直賢（小幡ロイヤル）

　甘楽中学校の中庭に傘の装飾「アンブレラスカイ」が登場しま
した。これは、春に甘楽総合公園内で開催されたアンブレラス
カイに感動した生徒会役員が提案し、生徒の「交流の場」となる
よう中庭で楽しめる企画として実現したものです。
　10月24・25日、生徒が地元業者の指導のもとワイヤーに傘
を１本ずつ取り付け、７色約150本が並ぶと見慣れた中庭も素
敵な空間に様変わりし、うれしそうに空を見上げる生徒の姿が
ありました。前期生徒会会長の清水翔和さん（３年）は「多くの
生徒が参加してくれ、とてもきれいにできました。甘楽中の元

気の象徴になるような交流の場になってほしいです」と話してくれました。
　井上高広校長は「学校生活を楽しく、豊かにする活動を生徒自身が提案できたことが素晴らしいことだと思い
ます。また、生徒の思いを地域の方や保護者の力添えで実現でき感謝に堪えません」と話されました。

生徒のアイディアで実現　アンブレラスカイ
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小幡七福神めぐり　500人達成！

アルミ缶回収で表彰  小幡小
　小幡小学校（大竹康史校長・152人）は、アルミ缶リサイク
ル協会（東京都豊島区）からアルミ缶回収協力者表彰の優秀賞
を受賞し、同協会から感謝状と記念品が贈られました。
　これは、アルミ缶リサイクル回収拠点事業所として協会か
ら認定されている田村商事有限会社（田村直幸社長）が各校の
リサイクル活動を推薦し、表彰されたものです。
　なお、福島小学校（中島　剛校長・158人）は、奨励賞を受
賞しました。 回収活動を行う小幡小保健委員会

　また、10月12日には、小幡小学校の４年生から６年
生までの児童とPTAが、３年ぶりに桜並木の清掃活動
を行いました。１時間ほどで、落ち葉などでいっぱい
になった袋がいくつもできました。
　小学校では、資源のリサイクルと自然環境の保全に
積極的に取り組んでおり、児童の環境教育を学ぶ機会
となっています。協力し落ち葉を集める児童

生涯スポーツの振興に尽力　中野さん
　群馬県の生涯スポーツ功労者と生涯スポーツ優良団体の表彰式が10月14
日、県庁昭和庁舎で開かれました。これは地域や職場において、地道な活動
を継続し、生涯スポーツの健全な普及や発展に貢献した個人、団体を県知事
が表彰するもので、中野善彦さん（秋畑）が栄えある賞を受賞しました。
　中野さんは長年にわたり町体育協会の役員として各種大会の運営に携わり、
地域社会の生涯スポーツの普及・振興に貢献されました。また、現在も還暦
野球チームの選手として活躍しています。
　「受賞できたことは周りの皆さんのおかげです。これからも町の生涯スポー
ツの振興の一端を担っていきたい」と受賞の喜びを語られました。

貴重な品々を展示　私のお宝展
　甘楽町郷土史研究会（三木幸児会長・会員15人）は、10月19日か
ら23日まで町文化会館で３年ぶりに「私のお宝展」を開きました。
　同会は、町の歴史などを調査・研究する勉強会を月１回行ってお
り、活動の一環として会員の所蔵するびょうぶや掛け軸、漆器、拓本、
など約160点を展示し、訪れた人に会員が解説する場面もありました。
　三木会長は「多くの人の来場があり、町の歴史や文化を感じても
らうことできました。同じ趣味を持つ来場者とも話に花が咲きまし
た」と話されました。
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皆
さ
ん
は
、
１
日
何
歩
く
ら

い
歩
い
て
い
ま
す
か
。

　

日
本
人
の
１
日
平
均
は
、
男

性
約
８
２
０
０
歩
、
女
性
約

７
３
０
０
歩
で
す
。
し
か
し
、

自
動
車
普
及
率
の
高
い
群
馬
県

民
は
、
男
性
約
６
７
０
０
歩
、

女
性
約
６
４
０
０
歩
と
い
う
結

果
で
し
た
。

　
身
体
活
動
量
を
増
や
す
に
は
、

通
勤
・
買
い
物
時
に
歩
く
な
ど

日
常
生
活
の
中
で
歩
く
機
会
を

増
や
す
と
よ
い
の
で
す
が
、
移

動
手
段
が
自
動
車
で
な
い
と
難

し
い
と
い
う
人
は
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。
ち
な
み
に
10
分
歩
く

と
、
約
１
０
０
０
歩
に
な
り
ま

す
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ（
歩
行
運
動
）

は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

手
軽
に
で
き
る
有
酸
素
運
動
で

す
。
運
動
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

効
果
が
あ
り
ま
す
。

有
酸
素
運
動
の
効
果

❶
体
内
脂
肪
の
燃
焼
効
果
が
あ

る
た
め
、
肥
満
解
消
が
期

待
で
き
る
。

❷
心
肺
機
能
が
強
化
さ
れ
て
疲

れ
に
く
く
な
る
。

❸
基
礎
代
謝
が
上
が
り
、
太
り

に
く
く
な
る
。

❹
血
糖
値
を
下
げ
る
。
血
圧
を

安
定
さ
せ
る
。

❺
適
度
な
疲
労
で
寝
つ
き
が
よ

く
な
り
、
睡
眠
の
質
が
上

が
る
。

　

こ
の
よ
う
な
効
果
の
あ
る
有

酸
素
運
動
で
す
が
、
や
り
す
ぎ

は
疲
労
を
蓄
積
さ
せ
た
り
、
筋

肉
を
消
耗
し
て
し
ま
う
の
で
、

１
時
間
以
上
の
運
動
は
控
え
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
継
続
し
な
い

と
効
果
が
出
ず
、
リ
バ
ウ
ン
ド

も
し
て
し
ま
う
の
で
、
週
２
日

以
上
は
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

や
る
な
ら
ば
、
効
果
的
な

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
よ
う

　

た
だ
歩
い
て
歩
数
を
増
や
す

だ
け
で
な
く
、
姿
勢
や
歩
く
強

度（
ス
ピ
ー
ド
・
歩
幅
・
ピ
ッ

チ
※
）を
意
識
す
る
こ
と
で
、

運
動
効
果
を
よ
り
高
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※【
ピ
ッ
チ
】１
分
間
に
歩
く
歩
数

11
月
12
日（
土
）に
開
催
す
る

健
康
祭
で
は「
正
し
い
歩
き
方

で
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
も

う
！
」を
テ
ー
マ
に
、
健
康
運

動
指
導
士
の
今
井
美
子
先
生
を

講
師
に
迎
え
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
教
室
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参

加
し
て
、
効
果
的
な
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
効
果

■
健
康
課
保
健
係
☎
(67）
５
１
５
９

運
動
を
し
よ
う　
　
　
　
　
　
　

「
電
子
マ
ネ
ー
で

支
払
っ
て
！
」は
詐
欺

　

自
分
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
に
、
知
ら
な
い
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
か
ら
メ
ー
ル
が
届
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
「
サ
イ
ト
利
用
料
金
の
未
払

い
が
あ
る
」「
携
帯
電
話
（
パ

ソ
コ
ン
）
が
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
て
い
る
」「
ま
ず
は
こ
の
電

話
番
号
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
、
皆
さ
ん
を
言
葉
巧
み
に

だ
ま
そ
う
と
し
て
き
ま
す
。

　

今
回
は
こ
の
よ
う
な
詐
欺
の

手
口
を
お
話
し
し
ま
す
。

　

メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る

電
話
番
号
に
電
話
を
か
け
る
と
、

相
手
方
は
料
金
を
「
電
子
マ

ネ
ー
」
で
支
払
う
よ
う
要
求
し

て
き
ま
す
。
電
子
マ
ネ
ー
と
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
ゲ
ー
ム

や
電
子
書
籍
の
購
入
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
な
ど
に
使
え
る
電
子
化

さ
れ
た
お
金
の
こ
と
で
す
。
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
で
購
入
で
き
る
プ

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
も
あ
り
ま

す
。

　

公
共
料
金
な
ど
を
「
電
子
マ

ネ
ー
で
支
払
う
」
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
電
子
マ
ネ
ー
で
支
払

う
よ
う
言
わ
れ
た
ら
、
そ
れ
は

間
違
い
な
く
詐
欺
で
す
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
メ
ー
ル
は

全
て
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。

　

メ
ー
ル
に
書
い
て
あ
る
電
話

番
号
に
電
話
を
か
け
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
電
話
を
か
け
て
し

ま
っ
た
場
合
は
す
ぐ
に
最
寄
り

の
駐
在
所
や
富
岡
警
察
署
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

福島駐在所
佐藤貴寛さん

お
金
の
支
払
い

お
金
の
支
払
い

方
法
が
お
か
し
い

方
法
が
お
か
し
い

怪
し
い
メ
ー
ル
が

怪
し
い
メ
ー
ル
が

届
い
た
ら

届
い
た
ら

連載
№149

目線は前方を

姿勢をよく 腕は
楽に振る

つま先
（親指）で蹴る

かかとから着地
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世 帯 5,095
(４)

人 口 12,661
(△８)

男 6,270
(△８)

女 6,391
(０)

転 入 31

転 出 28

出 生 ７

死 亡 18

９月3０日現在
（前月末比）

NEW▶▶▶図書館に新しく入った本甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時
70-4660
rarakanra@town.kanra.lg.jp

▶お知らせ
【11月の休館日】
　７日（月）、14日（月）、21日（月）、28日（月）
【蔵書点検・システム更新が終了しました】
　蔵書点検・システム更新期間中、利用者の皆
さんにはご不便をおかけしました。今後も、親
しみやすい図書館づくりを目指していきます。
　紙図書・電子図書のリクエストは随時受付中
です！

▶スマホが「貸出カード」に！
スマートフォンから「甘楽町図書館マイペー

ジ」にログインすると、画面に貸出カードのバー
コードが表示されます。

１
１
９
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

慌
て
る
と
普
段
答
え
ら
れ
る
こ

と
も
答
え
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。電
話
機
の
近
く
に
住
所

や
家
族
構
成（
年
齢
な
ど
）を
紙
に

書
い
て
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

１
１
９
番
通
報
で
は
状
況
を
詳

し
く
聞
き
ま
す
が
、
話
を
聞
き
な

が
ら
救
急
車
は
す
で
に
出
動
し
て

い
ま
す
。
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

各
種
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
の
ご
案
内

　

１
１
９
番
は
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
で

す
。
次
の
場
合
は
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

❶
今
の
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
は

何
だ
ろ
う
？
⬇
「
火
災
案
内
」

0
1
8
0

（99）
2
2
2
8

❷
ど
こ
の
病
院
が
診
察
し
て
く
れ

る
か
な
？
⬇
「
救
急
病
院
案
内
」

0
2
7
４

（64）
0
0
9
9

❸
子
ど
も
の
調
子
が
悪
い
け

ど
？
⬇
「
子
ど
も
医
療
電
話
相
談
」

#
8
0
0
0

❹
病
気
や
け
が
を
し
た
時
の
対
応

は
？
⬇
「
全
国
版
救
急
受
信
ア
プ

リ
Q
助
（
き
ゅ
ー
す
け
）」
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
検
索

聴
覚
や
言
語
に
障
害
が
あ
る
人
は

　

次
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
F
A
X
1
1
9

　

事
前
登
録
な
し
・
F
A
X
で

１
１
９
番
通
報
が
で
き
ま
す
。

●
Nネ
ッ
ト
E
T
1
1
9

　

事
前
登
録
す
る
と
簡
単
な
操
作

で
1
1
9
番
通
報
が
で
き
ま
す
。

甘
楽
分
署
通
信

11
月
９
日
は「
１
１
９
番
の
日
」

☎☎
(74）(74）
３
１
３
９

３
１
３
９

　カードを持ち歩かな
くてもスマホ画面を提
示すれば本を借りるこ
とができます。貸出カー
ドをスマホで撮影した
ものでも可能です。 ▲「甘楽町図書館マイページ」

英
雄

真
保
裕
一
著
／

朝
日
新
聞
出
版

素
数
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

平
岡
陽
明
著
／

講
談
社

は
じ
め
て
の
ナ
チ
ュ
ラ

ル
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

吉
本
博
美
著
／

家
の
光
協
会

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
で
作
る

ベ
ビ
ー
＆
キ
ッ
ズ

の
贈
り
も
の

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

ち
い
さ
い
お
ね
え
ち
ゃ
ん

い
と
う
み
く
作

え
が
し
ら
み
ち
こ
絵
／

岩
崎
書
店

ラ
ベ
ン
ダ
ー
と

ソ
プ
ラ
ノ

額
賀
澪
作　

い
つ
か
絵
／
岩
崎
書
店

実父の知られざる半生と
は？

「四十にして惑わず」じゃ
ないお話

スタイからおもちゃなど
の作品を紹介

乾かす前と仕上がった後
を写真で紹介

崩壊寸前の合唱クラブで、
頑張ることの意味を考える

とっこちゃんは４さい、
おねえちゃんです

連載No.３

甘
楽楽

No imageNo image

No imageNo image

No imageNo image
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●● 甘楽町文化会館からのお知らせ ●●

「かんらシネマ18」のご案内

■ 問い合わせ　町文化会館　☎74-7000
　  k-bunka@town.kanra.lg.jp

※一日券でどの作品も自由にご覧いただけます。
※昼食時（11：46～12：15）にお弁当を販売しますが、 
館内での飲食はできませんのであらかじめご了承
ください。

　　　　 　 月 　日（日）
　　　　午前９時30分～（午前９時開場）

　　　   甘楽町文化会館 大ホール  全席自由

　　　      前売券 500円（当日券 800円）

①Shall we ダンス？ 【９：30～11：46】
 ②キツツキと雨【12：15～14：23】
 ③死に花 【14：40～16：40】
 ④がんばっていきまっしょい 【16：50～18：49】

12 4日 時

会 場

入場料

国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
で
す
！

　

令
和
４
年
1
月
1
日
か
ら
令
和
４
年

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料（
過
去
の
年
度
分
や
追
納
し
た
保
険

料
も
含
む
）を
納
付
し
た
人
に
、
社
会

保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
ま

す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。
控
除
証
明
書
を
提
示
す
る
と
、
所

得
税
や
住
民
税
の
申
告
の
際
に
社
会
保

険
料
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
場
合
も
、
納
付
し
た
本
人
の

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

発送時期 対象者

令和４年
11月上旬

令和４年１月１日～
9月30日に納付した人

令和５年
２月上旬

令和４年10月１日～
12月31日に今年初めて
納付した人

■ 問い合わせ
　 高崎年金事務所　☎027-322-4299

　「ねんきんネット」は、
いつでもご自身の年金
記録や受給見込額を確
認できます。詳しくは、
日本年金機構のホーム
ページをご覧ください。

ホームページ
２次元コード→

ねんきんネット 検 索

はがきが
届くよ

「年金の日」「「「「「「「「1
い い

1月3
みらい

0日は

■ 問い合わせ　ねんきんネット専用ダイヤル
　　　　　　　 ☎0570-058-555

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
住
民
課
住
民
係
☎

（64）
８
３
１
４
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No.1230おしらせ版
※  新型コロナウイルス感染症の状況により、掲載した
　  情報は変更または中止になることがあります。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

」

情
報
伝
達
試
験
を
実
施

　
　

11
月
16
日
㈬　

午
前
11
時
頃

　

人
工
衛
星
か
ら
瞬
時
に
伝
達
す
る
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
を
使
用
し
た
情
報
伝
達
試
験

が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

※
当
日
の
災
害
や
気
象
状
況
な
ど
に
よ

り
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
庶
務
係　

☎
(74)
３
１
３
１

甘
楽
町
若
年
者
ふ
る
さ
と
就
職

支
援
事
業
補
助
金

　

新
卒
者（
卒
業
後
３
年
以
内
・
外
国

人
を
含
む
）を
雇
用
し
た
事
業
主
と
本

人
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
要
件

《
新
規
採
用
者
の
要
件
》　

▼
前
年
10
月
か
ら
本
年
９
月
30
日
ま
で

に
採
用
さ
れ
た
人　

▼
６
カ
月
以
上
継
続
し
て
町
内
に
住
所

を
有
し
て
い
る
人

▼
６
カ
月
以
上
継
続
し
て
町
内
事
業
所

で
雇
用
さ
れ
て
い
る
人　

▼
事
業
主
と
３
親
等
以
内
の
親
族
関
係

に
な
い
人　

▼
町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

《
事
業
主
の
要
件
》　

▼
対
象
者
を
６
カ
月
以
上
町
内
の
事
業

所
で
雇
用
し
て
い
る
事
業
主　

▼
雇
用
保
険
の
適
用
事
業
主（
見
込
み

も
含
む
）　

▼
町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
事
業
主

▼
清
算
、
破
産
、
再
生
手
続
き
中
や
暴

力
団
関
係
者
で
な
い
事
業
主

補
助
金
額

▼
本
人
：
10
万
円

▼
事
業
主
：
大
学
、
短
大
、
専
修
、
大

学
院
の
新
卒
者
…
１
人
当
た
り
25
万
円

高
校
の
新
卒
者
…
１
人
当
た
り
10
万
円

申
請
・
問
い
合
わ
せ

産
業
課
商
工
観
光
係　

☎
(64)
８
３
２
０

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

11
月
18
日
㈮
〜
24
日
㈭
ま
で
、
夫
・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
、
女
性
の
人
権
に
関
す
る
相

談
・
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
の
電
話
相
談

窓
口
の
受
付
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員
が
対

応
し
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

専
用
電
話
番
号
【
全
国
共
通
】

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

（
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
の
接
続
不
可
）

受
付
時
間

▼
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時　

▼
水（
祝
日
）・
土
・
日
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
７
‐
２
２
１
‐
４
４
６
６

第　

回
甘
楽
町
健
康
祭

正
し
い
歩
き
方
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
も
う
！

◎
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る

「
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
」

日
時

11
月
12
日
㈯　

午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分　

※
雨
天
中
止　

場
所　

甘
楽
ふ
れ
あ
い
の
丘

陸
上
競
技
場

　

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴
で
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

※
参
加
者
に
は
、
群
馬
ヤ
ク
ル
ト
・
コ
ー

プ
ぐ
ん
ま
協
賛
品
な
ど
の
ち
ょ
っ
ぴ
り

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
よ
り
、
測
定
や
試
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど

は
実
施
し
ま
せ
ん
。

◎
健
康
や
食
育
、
介
護
予
防
、
認
知
症
の

理
解
普
及
な
ど
に
関
連
し
た
「
パ
ネ
ル
展
示
」

日
時

11
月
12
日
㈯
〜
22
日
㈫

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

場
所　

に
こ
に
こ
甘
楽　

お
た
っ
し
ゃ
会
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　

に
こ
に
こ
甘
楽　

健
康
課
保
健
係　

☎
(67)
５
１
５
９

11
月
は
糖
尿
病
予
防
月
間
で
す

　

糖
尿
病
は
痛
み
の
な
い
病
気
で
、
静

か
に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。
進
行
す
る

と
透
析
や
失
明
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
日
頃
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

①
主
食
・
主
菜
・
副
菜
の
揃
っ
た
食
事

を
と
る

　

野
菜
や
海
藻
類
は
、
食
後
の
血
糖
値

の
上
昇
を
緩
や
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

②
運
動
で
筋
肉
を
つ
け
る

　

筋
肉
が
増
え
る
と
血
糖
値
を
下
げ
る

働
き
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

③
定
期
的
に
健
診
を
受
け
、
血
糖
値
を

確
認
す
る

　

空
腹
時
血
糖
値
や
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
（
１
〜

２
カ
月
前
の
平
均
血
糖
値
）
の
値
が
上
昇

し
て
い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

11
月
９
日
㈬
、
21
日
㈪
に
国
保
特
定

健
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
未
受
診
の

人
は
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

食
事
相
談
も
随
時
予
約
受
付
し
て
い

ま
す
の
で
、気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

に
こ
に
こ
甘
楽　

健
康
課
保
健
係　

☎
(67)
５
１
５
９

         
         

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

42
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甘
楽
日
曜
朝
市
会

『
朝
市
』
開
催

　

採
れ
た
て
の
旬
野
菜
な
ど
を
販
売
し

ま
す
。
も
み
じ
ウ
オ
ー
ク
と
同
時
開
催

で
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
20
日
㈰　

午
前
８
時
〜
10
時

場
所　

小
幡
公
園
駐
車
場

※
甘
楽
日
曜
朝
市
会
で
は
、
会
員
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ

甘
楽
日
曜
朝
市
会　

会
長  

結
城
孝

☎
０
９
０
‐
９
０
１
９
‐
２
５
８
８

消
防
署
か
ら
の

　
　
　

お
知
ら
せ

◎
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動　

　
　「

お
出
か
け
は  

マ
ス
ク
戸
締
り  

火
の
用
心
」

　

火
災
は
ひ
と
た
び
発
生
す
る
と
、
皆

さ
ん
の
大
切
な
家
族
や
財
産
を
失
い
か

ね
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
が
火
災
予
防
と

し
て
で
き
る
こ
と
を
、も
う
一
度
考
え
、

行
動
に
移
し
ま
し
ょ
う
。

◎「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」の
出
張
取
り

付
け
支
援（
無
料
）を
行
い
ま
す

対
象
世
帯　

取
り
付
け
が
困
難
な
人
の

み
の
世
帯

申
込
期
間

11
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

申
し
込
み
方
法　

消
防
本
部
ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。
☎
(62)
４
３
２
５

そ
の
他　

住
宅
用
火
災
警
報
器（
電
池

式
の
物
に
限
る
）は
、
ご
自
身
で
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部

予
防
課
予
防
係

☎
(62)
４
３
０
６

町
職
員
（
保
健
師
）
募
集

試
験
日　

12
月
13
日
㈫　

時
間　

受
付
開
始
：
午
前
８
時
30
分

試
験
開
始
：
午
前
８
時
55
分

試
験
会
場   

甘
楽
町
文
化
会
館　

１
階　

大
会
議
室

採
用
予
定　

保
健
師
（
若
干
名
）

受
験
資
格　

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
免
許
を
有

す
る
人
ま
た
は
令
和
４
年
度
の
国
家
試

験
で
取
得
見
込
み
の
人

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る

人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

採
用
期
日　

令
和
５
年
４
月
１
日

試
験
内
容

口
述
試
験
、
作
文
試
験
、
面
接
試
験

申
込
期
間

11
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
水
曜
日
は
午
後
７
時
15
分
ま
で
）

※
郵
送
は
11
月
30
日
㈬
必
着

申
し
込
み
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
庶
務
係

〒
３
７
０
‐
２
２
９
２

甘
楽
町
大
字
小
幡
１
６
１
‐
１

☎
(74)
３
１
３
１

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
・
広
報
の

広
告
を
募
集
し
ま
す

◎
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

募
集
数

令
和
５
年
４
月
〜
令
和
６
年
３
月
の

毎
月
２
区
画
（
２
社
）
年
24
区
画

広
告
方
法　

カ
レ
ン
ダ
ー
下
部
に
掲
載

発
行
部
数　

約
５
３
０
０
部

規
格
と
広
告
料　

タ
テ
約
５
㌢
、
ヨ
コ
約
16
㌢

１
区
画　

１
万
５
０
０
０
円

フ
ル
カ
ラ
ー

申
込
期
限

11
月
30
日
㈬

◎
広
報
か
ん
ら

募
集
数　

令
和
５
年
５
月
号
〜
令
和
６
年
４
月
号

の
毎
号
１
区
画（
２
社
）、２
区
画（
２
社
）

広
告
方
法

広
報
か
ん
ら
裏
表
紙
に
掲
載

発
行
部
数　

約
４
９
０
０
部

規
格
と
広
告
料

１
区
画
（
タ
テ
約
５
㌢
、ヨ
コ
約
８
㌢
）　

５
０
０
０
円

２
区
画
（
タ
テ
約
５
㌢
、ヨ
コ
約
16
㌢
）

１
万
円

フ
ル
カ
ラ
ー

申
込
期
限　

令
和
５
年
２
月
28
日
㈫

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係　

☎
(74)
３
１
３
２

おしらせ版

    
           

募　

集

募　

集

広 告広 告

イメージ
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広 告
（１区画）

広 告
（１区画）

広 告（２区画）

広 告（２区画）

イメージ

　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
９
日
㈬
〜
15
日
㈫
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農
地
を
借
り
た
い
人
を

　
　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

　

荒
廃
農
地
解
消
対
策
部
会
は
、
耕
作

放
棄
地
を
耕
起
し
、
耕
作
希
望
者
に
借

り
て
も
ら
い
、
農
地
と
し
て
再
生
さ
せ

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

耕
作
面
積
を
拡
大
し
た
い
人
や
新
規

に
農
業
を
始
め
た
い
人
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

12
月
21
日
㈬

問
い
合
わ
せ

産
業
課
農
林
係　

☎
(64)
８
３
１
９

「
群
馬
銀
行
環
境
財
団
賞
」

募
集

募
集
テ
ー
マ

▼
身
近
な
自
然
環
境
や
生
態
系
な
ど
の

保
全
と
活
用
に
向
け
た
実
践
活
動
、
研

究
、
提
案
な
ど　

▼
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り（
省
エ
ネ
、

５
Ｒ
な
ど
）
に
向
け
た
身
近
な
実
践
活

動
、
提
案
な
ど

応
募
資
格　

群
馬
県
内
の
営
利
を
目
的

と
す
る
事
業
活
動
を
行
わ
な
い
法
人
・

団
体
（
学
校
を
除
く
）
お
よ
び
個
人

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
ご
記
入
の
う

え
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま

た
は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

11
月
30
日
㈬

表
彰
内
容　

表
彰
式
を
開
催
し
、
助
成

金
と
し
て
１
件
20
万
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ

群
馬
銀
行
環
境
財
団

〒
３
７
１
‐
０
８
４
６

前
橋
市
元
総
社
町
１
７
１
‐
１

☎
０
２
７
‐
２
５
５
‐
６
１
６
０

県
立
高
崎
産
業
技
術
専
門
校

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

◆
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
業
務
・
作
業
の
自
動
化
：

Ｐ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ
を
利
用
）
の
基
礎
か
ら

活
用
ま
で

日
程

12
月
14
日
㈬
、
15
日
㈭
の
２
日
間

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

内
容　

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
売
上
デ
ー
タ
か

ら
請
求
書
の
自
動
作
成
お
よ
び
作
成
し

た
請
求
書
を
自
動
メ
ー
ル
送
信
す
る
方

法
な
ど
を
習
得
す
る
講
習
で
す
。

対
象
者　

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
基
本
操
作
が

で
き
る
人

受
講
料　

９
６
０
０
円

持
参
品　

筆
記
用
具
、
テ
キ
ス
ト

定
員

10
人
（
申
し
込
み
順
）

応
募
締
切

11
月
24
日
㈭

そ
の
他　

他
の
講
座
も
多
数
あ
り
ま

す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立
高
崎
産
業
技
術
専
門
校

☎
０
２
７
‐
３
２
０
‐

２
２
２
１

農
と
食
の
ふ
れ
あ
い
講
座

◎
講
座
１　

春
夏
野
菜
づ
く
り

日
時　

令
和
５
年
２
月
21
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

内
容　

キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
な
ど
の
春
夏

野
菜
の
つ
く
り
方
（
講
義
）

定
員

20
人
（
抽
選
）

◎
講
座
２　

刈
払
機
の
基
本
操
作

（
安
全
に
正
し
く
使
う
）

日
時　

令
和
５
年
３
月
15
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

内
容　

刈
払
機
の
基
本
的
な
操
作
方
法

に
つ
い
て
（
講
義
・
実
習
）

定
員　

10
人
（
抽
選
）

持
ち
も
の　

刈
払
機

　
　
　

〜
共
通
事
項
〜

申
込
期
間

11
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
講
座
ご
と
に
１
人
１
枚

▼
往
信
用
の
裏
：
①
希
望
す
る
講
座
番

号
、②
講
座
名
、③
郵
便
番
号
、④
住
所
、

⑤
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
⑥
電
話
番
号

▼
返
信
用
の
表
：
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名

場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立
農
林
大
学
校
研
修
部

農
と
食
の
ふ
れ
あ
い
講
座
係

〒
３
７
０
‐
３
１
０
５　

高
崎
市
箕
郷
町
西
明
屋
１
０
０
５

☎
０
２
７
‐
３
７
１
‐
３
８
４
１

食
生
活
改
善
教
室

　

講
話
内
容
ご
と
に
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程
・
講
話
内
容

①
11
月
28
日
㈪

　

腎
臓
機
能
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
に
つ
い
て

②
11
月
30
日
㈬

　

骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ
い
て

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

に
こ
に
こ
甘
楽　

会
議
室

講
師　

町
管
理
栄
養
士

費
用　

無
料
（
試
食
あ
り
）

定
員　

①
②
各
10
人
（
申
し
込
み
順
）

申
込
期
限

①
11
月
22
日
㈫　

②
11
月
25
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

に
こ
に
こ
甘
楽

健
康
課
保
健
係

☎
(67)
５
１
５
９

甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　 FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）     FAX  67 - 7066（代）

    
           

講
座
・
講
習

講
座
・
講
習

二次元コードか
ら電子申し込み
もできます↓

習
）
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広　告

ウクライナ人道危機救援金

　町では、ウクライナの人道危機対応と救援
活動を支援するため、役場ロビー、にこにこ
甘楽、ら・ら・かんら、道の駅甘楽、甘楽ふ
るさと館の５カ所に募金箱を設置しています。
　集まった救援金は、甘楽町社会福祉協議会
を通じて、日本赤十字社に寄付されます。ご
協力いただいた皆さんに感謝申し上げます。
　募金は、令和５年３月24日まで受け付けて
いますので、引き続き温かいご支援ご協力を
お願いします。
■ 問い合わせ　企画課企画調整係☎74-3133

募金総額  2,585,864 円募金総額  2,585,864 円
　　　　　　　　　（９月 30 日現在）　　　　　　　　　（９月 30 日現在）

ウウウウ
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